
新
春
を
迎
え
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
日
頃
か
ら
格
別
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は
何
か
と
力
強
い

励
ま
し
や
暖
か
い
ご
指
導
を
賜
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
も
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
『
初
心

を
忘
れ
ず

一
人
ひ
と
り
の
声
を
市
政
に

反
映
さ
せ
ま
す
。
届
け
ま
す
』
を
モ
ッ
ト
ー

に
全
力
で
頑
張
っ
て
い
く
覚
悟
で
す
。

私
は
多
く
の
方
々
と
強
い
連
帯
感
を
深

め
る
た
め
、
八
年
前
か
ら
《
菅
田
敏
幸
後

援
会
市
議
会
だ
よ
り

ひ
た
ふ
じ
》
を
３

５
０
０
部
発
行
し
、
有
田
川
・
花
月
川
流

域
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
一
円
を
単
車
で

一
軒
一
軒
、
配
布
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

お
か
げ
様
で
た
く
さ
ん
の
励
ま
し
の
電
話

や
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
人
と
人
の
出
会
い
を
大
切
に
し

て
、
こ
の
一
年
間
で
も
五
百
件
を
越
す
相

談
を
受
け
、
相
談
内
容
や
各
種
諸
問
題
に

対
し
て
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
今
後
も
、
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の

ご
協
力
と
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
ご

健
勝
と
ご
家
族
の
益
々
の
幸
せ
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

十
二
月
定
例
市
議
会
が
、
十
二
月
五
日

か
ら
二
十
一
日
ま
で
の
十
七
日
間
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
は
、
市
職
員
の
再

任
用
に
関
す
る
条
例
・
市
営
急

傾
斜
崩
壊
対
策
事
業
分
担
金
徴

収
条
例
の
制
定
・
市
道
路
線
の

認
定
な
ど
で
あ
り
ま
し
た
。

市
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
市

職
員
が
定
年
退
職
し
た
後
も
、

年
金
支
給
の
延
長
な
ど
で
、
再

任
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

国
で
は
、
す
で
に
平
成
十
一
年
に
法
律

改
正
が
行
わ
れ
、
県
に
お
い
て
も
昨
年
三

月
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

し

か

し
、

再

任

用

は

新

規

採

用

が

抑

制

さ

れ

た

り
、

大
量
に
退
職
者
が
出
た
場
合
、
平
等
・
公

平
な
雇
用
が
で
き
る
の
か
な
ど
の
問
題
や
、

さ
ら
に
中
長
期
的
な
人
事
管
理
計
画
・
行

財
政
改
革
と
の
位
置
付
け
な
ど
の
疑
問
点

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
厳
し
い
経
済
・
雇
用
環

境
の
中
で
は
市
民
の
理
解
が
得
に
く
い
状

況
で
あ
り
、
条
例
の
運
用
に
つ
い
て
詳
細

な
部
分
が
不
明
・
不
備
で
あ
る
な
ど
の
理

由
か
ら
多
数
を
も
っ
て
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
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１２月定例市議会 市
職
員
の
再
任
用
条
例
否
決
さ
れ
る

初
心
を
忘
れ
ず

ひ
と
り
ひ
と
り
の
声
を
市
政
に

菅
田
敏
幸

職
員
の
再
任
用
問
題

日田郡との市町村合併についての検討状況は、昨年１０月

に日田郡町村長から日田市との合併を念頭に合併の協議を行

いたいとの申し出がありました。そこで、当面は合併の是非

にこだわらず、合併にかかる諸般の状況等の検討・協議を行

うために次の３点を確認し、６市町村で検討・協議を行うこ

とを申し合わせました｡

①合併特例法に基づく平成１７年３月の合併特例期限を念

頭に日田市郡６市町村の合併協議

を進める｡

②協議機関としての合併協議会準備

委員会を平成１３年度中に立ち上

げる。

③協議にあたっては、各自治体の立

場を尊重し、全会一致を目指す｡

合併協議会準備委員会を立ち上げるために、各市町村の助

役と担当課長で構成する合併検討会を設置し、これまで２回

の会合を開き、合併協議会準備委員会の規約や予算案等の検

討・協議を進めています｡

今後は合併協議会準備委員会を設置し、日田市郡６市町村

が同じ土俵で合併に関わる諸問題を検討していきます｡

日田郡との合併について

日田市老人保健福祉計画策定委員会

委員長に菅田議員が選任される

平成１２年に策定されました日田市老人保健福祉計

画は地域の実情や社会情勢の変化に柔軟に対応するた

めに、３年ごとの見直しを行うと定めています｡

そのため、平成１５年３月までに次期計画を策定す

るため、委員会を立ち上げました｡当委員会は単に計

画を策定するだけでなく、計画の進行管理、チェック

機能も有する組織でもあります｡

この策定委員会は学識経験者・医療･保健･福祉・介

護保険関係者など３２名で構成され、委員長に菅田議

員が選任されました。

民放テレビ難視聴地域の解消を図り、地域格差の是正と文

化、教育の向上に資するために条例化されました。

設置される場所は、日田市上諸留町片峰地区で、一世帯あ

たり約１０万円の地元負担があります。地元が管理組合を設

立して維持管理を行うことになっています｡

日田市テレビジョン共同受信施設条例制定される
これまで、急傾斜地崩壊対策事業は｢５戸未満｣については事業

対象になりませんでしたが、新たに市単独で事業を行うことにな

りました｡

１０戸以上が国、５戸以上が県で実施されており、しかし、受

益者には１０分の１負担があり、個人としてはかなりの負担にな

ることから、さらなる軽減を要望しました｡

急傾斜地崩壊対策事業が拡大される
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サササッポポポポポロビビビビールル愛愛愛好好好者者者
募集中 『１４日会』

市民有志の『サッポロビールを飲む

会』が、平成１２年４月に発足して以

来、今年１月で２２回目の例会を開催

することになりました。

この会は、市民であれば誰でも参加

出来ますが､市内はもとより日田郡･浮

羽郡･玖珠郡からの会員もいます。

毎月１４日にサッポロビール園で例

会を行い、会費は毎月３０００円です｡

現在の会員は約１００人です｡

今回は５０人新規会員募集を行いま

す。事前申込みになっています｡定数

になり次第、締め切りますので、早目

の申込みをお願いします｡

☆申込み先は日田市元町１３－１２

ダイナン内電話 ２３－７１１５

市民相談室開設中
菅田議員は市民相談室を開設しています｡市政に対しての要

望・疑問・意見など。また、個人的な相談、悩み、結婚問題な

ども気軽に相談下さい｡秘密厳守で相談を受けます｡

☆自宅電話 ２２－４５７７

☆携帯電話 ０９０－８２２２－６５６０

☆さらに、パソコンEメールも開設しています｡

hitahuzi@orion.ocn.ne.jp

携帯メールは hitafuji@ezweb.ne.jp

スポーツ・催し物情報（２月～３月）

▼２月 ３日 中部公民館まつり
▼２月１０日 金管バンド第１７回定期演奏会（市民会館）
▼２月１０日 高村カラオケ教室発表会（中央公民館）
▼２月１５日～３月３１日 お雛様まつり（豆田・隈一帯）
▼２月１７日 バドミントン若鮎カップ大会（総合体育館）
▼２月１８日～２２日 県内一周駅伝大会スタート
▼２月２０日 県内一周駅伝大会日田入り午後３時半過ぎ

▼２月２３日 市老連主催 生きがいグループ発表会（市民会館）
▼２月２３日～２４日 県中学生バドミントン学年別大会（総合体育館）
▼２月２４日 島倉千代子歌謡ショーとカラオケ大会（市民会館）
▼２月２８日 市民振興基金事業｢乙女の祈り｣（市民会館）
▼３月上旬 市議会定例議会開会予定
▼３月 ２日 社会教育振興大会兼中央公民館学習発表会
▼３月 ３日 Ｖリーグ男子バレー日田大会（総合体育館）
▼３月 ３日 池辺稲荷様初午祭（一本箸・池辺町）
▼３月 ４日 日田市内中学校卒業式
▼３月 ６日 県立高校第１次入学者選抜試験 ８日発表
▼３月 ６日ＴＶＱ おじゃ町テレビふるさとのど自慢（市民会館）
▼３月１０日 日田演歌塾発表会
▼３月１５日 大原神社 ｢かゆだめし｣
▼３月１７日 天領日田ひなまつり健康マラソン大会
▼３月１７日 梶原歌謡教室発表会（中央公民館）
▼３月２２日 市内小学校卒業式予定
▼３月２４日 菜の花ウォークラリー（日田駅前スタート）
▼３月３１日 仁田野カラオケ教室発表会（小松軒）
▼３月３１日 バドミントン日田リーグ（総合体育館）

編
集
後
記

よ
う
や
く
今
回
か
ら
、
パ

ソ
コ
ン
で
新
聞
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
編
集
が
う

ま
く
い
か
ず
に
見
に
く
い
所

や
読
み
に
く
い
所
が
あ
り
、

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
研
鑚
を
続
け
、

皆
様
に
と
っ
て
親
し
み
の
あ

る
新
聞
作
り
に
努
力
し
ま
す
。

寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

の
で
身
体
に
は
気
を
付
け
て

お
過
ご
し
下
さ
い
。

菅
田
敏
幸

平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
の
、

日
田
バ
ス(
株)
の
有
田
線
廃
止
に
伴
い
、

日
田
市
と
し
て
は
、
遠
距
離
に
お
け

る
高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
の
交
通
手

段
を
確
保
し
、
公
共
の
福
祉
を
確
保

す
る
た
め
、
廃
止
路
線
に
対
し
代
替

バ
ス
を
運
行
す
る
計
画
を
立
て
て
お

り
、
運
行
方
法
は
一
日
一
往
復
で
平

日
の
み
の
運
行
を
計
画
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

従
来
は
上
手
町
経
由
と
城
内
団
地

経
由
が
あ
り
ま
し
た
が
、
上
手
町
経

由
の
み
の
運
行
の
予
定
で
す
。

有
田
線
路
線
廃
止
に
つ
い
て

◇日田市郡合併協議会準備委員会負担金 ・・・ ５００千円

◇訴訟和解金（損害賠償請求事件の和解金）・・１５，２００千円

◇民間委託に伴う受託法人移行負担金・・・・・１１，６３１千円

◇狂牛病対策として生産者助成金 ・・・・・ ４，０３５千円

◇小野地区県営ほ場整備計画調査負担金 ・・・ ８，６１２千円

◇日田資源開発事業協同組合の機具補助 ・・・１９，０５０千円

◇明徳橋（戸山中学校付近）架替事業負担金・・６８，６４４千円

◇その他（人件費・事務事業の係数整理）・・ ８３，５３３千円

転
換
期
迎
え
た

地
方
自
治
体

小
泉
首
相
が
掲
げ
る
『
聖
域
な
き

構
造
改
革
』
は
地
方
へ
の
財
源
配
分

の
削
減
を
求
め
、
市
町
村
合
併
が
進

展
、
財
政
調
達
の
た
め
の
新
税
導
入

な
ど
財
政
悪
化
が
進
む
中
で
自
立
を

模
索
す
る
動
き
も
本
格
化
し
て
き
ま

し
た
。
福
岡
県
添
田
町
が｢

森
林
水

源
税｣

の
法
定
外
目
的
税
の
新
設
を

方
針
を
打
ち
出
し
た
。
地
方
自
治
体

の
財
政
危
機
は
深
刻
で
、
新
た
な
財

政
確
保
の
た
め
に
自
主
財
源
を
模
索

す
る
自
治
体
が
増
え
そ
う
。

今
年
の
課
題

▽
命
綱
の
地
方
交
付
税
削
減

▽
環
境
保
全
の
流
れ
定
着

▽
行
き
詰
ま
る
箱
物
行
政

▽
合
併
・
自
立
の
動
き
加
速

昨
年
九
月
議
会
で
決
定
さ
れ
た
日
隈

保
育
所
の
民
間
委
託
に
伴
う
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
民
間
委

託
の
受
託
先
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人｢

地

の
塩
会

ひ
か
り
保
育
園｣

へ
ス
ム
ー
ズ

な
引
継
ぎ
を
行
う
た
め
、
二
月
か
ら
保

育
士
や
調
理
員
の
日
隈
保
育
所
へ
の
受

け
入
れ
を
行
い
ま
す
。

こ
の
業
務
に
よ
り
民
間
委
託
へ
の
円

滑
な
移
行
が
、
保
護
者
の
要
望
に
沿
っ

て
行
わ
れ
る
よ
う
万
全
の
体
制
づ
く
り

を
望
み
ま
す
。

な
お
、
新
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く

公
立
保
育
所
の
民
間
委
託
を
含
め
た
全

体
計
画
は
、
今
だ
明
確
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
の
保
育
行
政
の
指
針
と
併

せ
て
、
全
体
計
画
の
策
定
を
急
ぐ
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。

平成１３年度１２月議会 主な補正予算

民
間
委
託
の
準
備
進
む


